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自動車税種別割ＯＣＲ督促状の作成及び封入封緘業務委託仕様書 

 

１ 委託業務の概要 

 (1) 自動車税種別割ＯＣＲ督促状（以下「督促状」という。）用紙の作成 

 (2) 機械封入用の窓開き封筒の作成 

 (3) 督促状文書の作成 

 (4) 督促状用紙へのプリント（督促状用紙へのプリント項目の印字） 

 (5) 封入封緘 

 (6) 督促状のバースト（カット）処理 

 (7) 納品等 

 

２ 用紙類の作成 

 (1) 督促状用紙 

  ア 見本 ……………………………………………… 資料１のとおり 

  イ 用紙の規格 ……………………………………… 資料２のとおり 

  ウ 作成数量 ………………………………………… 別表「作成予定数量一覧」のとおり 

 (2) 窓開き封筒 

  ア 見本（各県税事務所別３種類） ……………… 資料３のとおり 

  イ 用紙の規格 ……………………………………… 資料４のとおり 

  ウ 作成数量 ………………………………………… 別表「作成予定数量一覧」のとおり 

  

３ 納税通知書プリント用データの仕様及び作成区分 

  委託者は、次によりＬＧＷＡＮ等のネットワークを利用して納税通知書プリント用データ（以下

「データ」という。）の引き渡しを行う。この場合、敷設・運用通信費用はすべて受託業者負担とす

る。（ＬＧＷＡＮ等のネットワークを利用した伝送のほか、プリント用の光磁気ディスク（以下「Ｍ

Ｏ」という。）を作成し、税務課システム分室（農林庁舎４階）において受託業者に引き渡しを行う

方法も可能とする。引き渡しには施錠が行えるケースを使用し、ケースは受託業者が準備するもの

とする。以下同様とする。） 

 (1) 督促状プリントデータの仕様等 

  ア データ仕様書 ……………………………………… 資料５のとおり 

  イ レコード仕様書 …………………………………… 資料６のとおり 

 (2) 督促状プリント用データの作成区分 

  ア 封入封緘するもの 

    所有台数１台以上 15台以下補記なし分（各県税事務所別の３種類） 

    （１封筒１～５台：110円） 

  イ 封入封緘しないもの 

    次の２種類に区分して作成する。 

   (ｱ) 所有台数 16台以上補記なし分 

   (ｲ) 補記あり分 

 

４ 督促状用紙へのプリント 

  受託業者は、３で引き渡しを受けたプリント用データにより、２で作成した督促状用紙へ、漢字

プリンタによりプリント項目を印字する。 

  プリント項目、印字位置等については、次のとおりである。 

 



 (1) 督促状プリントレイアウト ……………………………… 資料７－１のとおり 

 (2) 自動車税種別割督促状印字仕様（令和８年度版） …… 資料７－２のとおり 

 

５ 督促状の封入封緘等 

 (1) 受託業者が封入封緘する督促状 

   受託業者は、２及び４で作成・プリントした督促状のうち、封入封緘するものについては、プ

リント用データの「先頭サイン」と「終了サイン」により、納税義務者ごとの枚数を算出し、次

のとおりグルーピングして、督促状（文書）を同封の上、督促状封筒に封入封緘する。 

 

   ※同一封筒に封入する枚数は最大５枚で、一納税義務者あたりの封筒通数は最大３通である。 

 

 (2) 受託業者が封入封緘しない督促状 

   受託業者は、２及び４で作成・プリントした督促状のうち、封入封緘しないものについては、

１件ごとバースト（カット）処理する。 

 

６ 納品等 

 (1) 納品 

   受託業者は、プリント用データの作成区分ごとに箱を分けて厳封し、区分が容易に判別できる

よう異なる色の布テープや納品ラベル等を使用すること。なお、ＤＶ対象分がある場合は、別束

に分け、ＤＶ対象分であることが分かるように梱包材等に明記すること。 

 (2) 返却及びデータ廃棄 

   受託業者は、次のものを税務課システム分室に返却する。 

また、委託者から提供したデータは委託者から別途指示がない限り、業務完了から３ヵ月以内

に廃棄し、廃棄したことを委託者に報告すること。 

ア 未使用及びプリントミスの督促状用紙 

  イ プリント用ＭＯ（使用した場合） 

  ウ 未使用の封筒及びチラシ 

 (3) 納品場所 

   各県税事務所・・・・・別表２「県税事務所所在地等」のとおり 

 (4) 梱包方法等 

  ア 受託業者は次の区分に従い、県税事務所別に箱を分けて、納税通知書番号順に箱詰めし、箱

の側面に次の搬送用ラベルを貼るものとする。 

   (ｱ) 封入封緘した督促状（一封筒ごとの封入通数毎に別箱） 

   (ｲ) 封入封緘していない督促状 

 

 

5
9

同一納税
義務者の

枚数

１通目の
封筒への
封入枚数

２通目の
封筒への
封入枚数

３通目の
封筒への
封入枚数

同一納税
義務者の

枚数

１通目の
封筒への
封入枚数

２通目の
封筒への
封入枚数

３通目の
封筒への
封入枚数

1 1
2 2 510

5 4

3
4 4 4 4 4
3 3 4 4

12
11

4
6 3 3 5 5 4
5 5 5 4

14
13

5
8 4 4
7 4 3 5 515



   （搬送用ラベル） 

 

 

 

←（通し番号／総数） 

 

←封入封緘分に限り通数を記入する。 

 

  イ このとき、封入封緘された封筒を箱詰めする場合は、１箱あたり 1、000通とし、封筒を立て

て一段積みで箱詰めするものとする。(1、000通に満たない端数は、その端数を１箱に詰める。) 

 (5) 通数連番データの提出 

   納税通知書番号、通数連番、箱番を記載したデータを、税務課システム管理グループに提出す

るものとする。 

 

７ 作業テスト等（日程については後日確定する。） 

 (1) テストプリント 

   受託業者は、委託者から引き渡しを受けたテストプリント用データにより、督促状 100枚のテ

ストプリントを行い、そのうち 50枚（全ての県税事務所を含む）について、（２）の作業を行わ

ず納品する。 

 (2) 封入封緘テスト 

   上記（１）でテストプリントした督促状の残り 50枚（全ての県税事務所を含む）については、

機械封入用の窓開き封筒に封入封緘して納品する。 

 

８ 業務日程 

  資料８のとおり 

 

９ その他 

(1) 次の整合性試験に合格すること。 

  ア ＧＳ－１２８によるバーコード印字テスト（100枚程度） 

  イ ＯＣＲ文字読み取り試験（100枚） 

   ※ 整合性試験に合格した後、承認申請、起案用として各 20枚用意すること。 

ウ 地方税統一ＱＲコード読み取り試験(100枚) 

  

 

県税事務所名 

 

作成区分 

箱数 

納税通知書番号 

通数 

 

 

 

  ／ 

  ～ 
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令和８年度から「公」から「○公」の記載に変更 
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用紙サイズ（インチ） 縦 ９．０ 横 １５．２

送り穴 シングル 両方

横ミシン 無（バースター用のみ）

縦ミシン ２本

紙質 ＮＩＰ、ＯＣＲ

連重 ７０kg重

刷り方 両面

表 朱、深緑

裏 深緑

備考

１  送り穴

    漢字プリンタに同じ

２  事前印刷（プレプリント）用インク

    酸化重合乾燥形インク

    熱硬化形インク（ブリキインク）

    紫外線硬化形インク

３  公印の刷り込みあり

    なお、印影は納品時に必ず返却すること

４  校正

    最低１回

５　用紙の仕様の留意点

　　マルチペイメントネットワーク標準帳票準拠帳票の仕様に準拠すること。

   印刷色

資料２

自動車税種別割ＯＣＲ督促状用紙の規格

項    目 規    格



資料 ３

西部・表面



資料 ３

東部・表面



資料 ３

北部・表面



資料 ３

共通・裏面



 資料４  

 

自動車税種別割ＯＣＲ督促状用窓開封筒用紙規格 

 

項 目 規 格 

用紙サイズ（インチ）  縦４．７×横８．４（※封入封緘後）  

送り穴 シングル 両方 

横ミシン なし 

縦ミシン なし 

紙質 上質 

連重 ７０kg 重 

刷り方 両面 

印刷色 

表 青・朱 

裏 青 

 

備考 

 

１ 窓材は、グラシン紙とし、カスタマーバーコードが認証できるものとする。  

 

 



ＪＷＦＭ０２０

記録容量 ６４０ＭＢ（ＭＯ使用の場合）

使用コード ＪＩＳ８，Ｓ－ＪＩＳ

レコードサイズ １３００バイト

データ改行 無

備  考

種類 ＤＶ非対象分 ＪＷＦＭ０２０

ＤＶ対象分 ＪＷＦＭ０２０＿０１

資料５

項        目 仕        様

名        称

ファイル名

プリント用データ仕様書

自動車税種別割ＯＣＲ督促状プリント用データ



88976
テキストボックス
資料６



88976
テキストボックス
資料６



88976
テキストボックス
資料６



 

注１ 発付日、「自動車税種別割」は固定 

２ ｛｝内の数字は文字数 

３ （）内の数字はレコード仕様書（資料６）の項番数字 

４ eL マーク、eL 番号、eL-QR については、資料７別紙３「地方税統一 QR コード納付書の編集仕様」を参照 

資
料

７
－

１
 

自動車税種別割 

別紙 

(68) X——{13}——X   

          (85)X——{17}——X   (86)XXXX   (87)XXX 

NNNN  NN   NN       NN            (4) 
(57)(58)  (59)  (60)      (55)            X—{9}—X 

 

   X———————————{39}—————————————X 

 X————————————{44}——————————————X 

  (66)                (69) 

X—{13}—X               X—{13}—X 

(31)N———————{30}———————N 

 

 

 

(3) 

NN 

コンビニバーコード 

eL-QR 
（注４） 

 
 
 

(85) X——{17}——X  
(86)              (87)           (55) 

XXXX         XXX        XX 
NNNN        NN     NN 
(57)(58)      (59)     (60) 

(4) X—{9}—X 

(15) X-{7}-X 

自動車税種別割 

(44) X———{13}———X 

(66) X———{13}———X 

(68) X———{13}———X 
 
 

(31) 
N————{18}————N 

(3) 
NN 

 

eL 番号（注４） 

 
XX  N——{10}——N   X—{7}—X        自動車税種別割 

  (55)        (10)              (15) 

(25)X———{8}———X 
 

(27) N—————————————{23}—————————————N 
(28) N—————————————{23}—————————————N 
(29) N—————————————{23}—————————————N 
(34) N—————————————{23}—————————————N 
(35) N—————————————{23}—————————————N   (36) 

XXX   
 

(53) カスタマーバーコード 
  

  
 
 

NNNN  NN  NN 
(57)(58)  (59)  (60) 

 
 

NNNN  NN  NN 
(57)(58)  (59)  (60) 

(3)NN 
 

(3)NN 
 

(83)X——{12}——X 

(44)X———{13}———X 
(66)X———{13}———X 
(68)X———{13}———X 

別紙２「コンビニエンスストア用バーコード編集仕様」を参照 

別紙１「郵政 OCR 編集仕様」を参照 

※30 文字のうち、先頭 18 文字まで出力する 

業者使用欄 
(15)納税通知書番号(51)先頭サイン(52)通数等 
の情報を出力してください 
 



 

 

自動車税種別割督促状印字仕様（令和８年度版） 

片 項目 番号 編集方法 

領収済通知書 
ｅＬマーク  

別紙「地方税統一ＱＲコード納付書の編集仕様」に

よる。 

合計金額 68 そのまま印字 

納付番号 85 そのまま印字 

確認番号 86 そのまま印字 

納付区分 87 そのまま印字 

納期限（元号） 57 そのまま印字 

納期限（年） 58 そのまま印字 

納期限（月） 59 そのまま印字 

納期限（日） 60 そのまま印字 

賦課年度 55 そのまま印字 

登録番号 4 そのまま印字 

県税  「自動車税種別割」を固定印字 

郵政ＯＣＲ  別紙「郵政ＯＣＲ編集仕様」による。 

延滞金額 66 そのまま印字 

合計金額 68 そのまま印字 

氏名 31 そのまま印字 

コンビニ収納用  

別紙「コンビニエンスストア用バーコード編集仕

様」による。 

なお，「支払金額」が 30 万円を超える場合はバーコ

ードを印字しない。 

事務所名 3 そのまま印字 

ｅＬ－ＱＲ 89 
別紙「地方税統一ＱＲコード納付書の編集仕様」に

よる。 

払込金受領証 納付番号 85 そのまま印字 

確認番号 86 そのまま印字 

納付区分 87 そのまま印字 

賦課年度 55 そのまま印字 

納期限（元号） 57 そのまま印字 

納期限（年） 58 そのまま印字 

納期限（月） 59 そのまま印字 

納期限（日） 60 そのまま印字 

登録番号 4 そのまま印字 

納税通知書番号 15 そのまま印字 

県税  「自動車税種別割」を固定印字 

税額 44 そのまま印字 

延滞金額 66 そのまま印字 

合計金額 68 そのまま印字 

ｅＬ番号 90 
別紙「地方税統一ＱＲコード納付書の編集仕様」に

よる。 

納税者氏名 31 先頭の１８文字を印字 

事務所名 3 そのまま印字 

資料７－２ 



督促状 賦課年度 55 そのまま印字 

課税標準 10 そのまま印字 

納税通知書番号 15 そのまま印字 

県税  「自動車税種別割」を固定印字 

宛名１行目 25 そのまま印字（郵便番号） 

宛名２行目 27 そのまま印字 

宛名３行目 28 そのまま印字 

宛名４行目 29 そのまま印字 

氏名１行目 34 そのまま印字 

氏名２行目 35 そのまま印字 

カスタマバーコード 53 バーコードに変換して印字 

補記サイン 36 そのまま印字 

封入封緘識別記号  

別途双方協議して決める。 

窓開部分となり，封入物が識別できる記号として，

納税通知書番号などを印字 

納期限（元号） 57 そのまま印字 

納期限（年） 58 そのまま印字 

納期限（月） 59 そのまま印字 

納期限（日） 60 そのまま印字 

税額 44 そのまま印字 

延滞金額 66 そのまま印字 

合計額 68 そのまま印字 

発付日（元号） 62 そのまま印字 

発付日（年） 63 そのまま印字 

発付日（月） 64 そのまま印字 

発付日（日） 65 そのまま印字 

事務所長名 3 そのまま印字 

事務所名 3 そのまま印字 

電話番号 83 そのまま印字 

 



88976
テキストボックス
資料７別紙１





 

 

 

地方税統一ＱＲコード納付書の編集仕様 

 

① ｅＬマーク 

   委託者が提供する画像データにより、「領収済通知書」片の指定の位置に、全

てのＯＣＲ督促状に固定印字する。 

   画像イメージは右のとおり。   

 

 ② ｅＬ番号 

   レコード仕様書（資料６）の項番 90を、「納付書」片の指定の位置に、以下の

位置で折り返し、右端を揃えて印字する。 

   なお、上記項番は、「eL番号:」を含む 44バイトのレコードである。 

     折り返し例 eL番号：99999-9999999999 

     eL番号：9999999999999999-999999-9999 

 

 ③ ｅＬ－ＱＲ 

    レコード仕様書（資料６）の項番 89を、「領収済通知書」片の指定の位置に、

以下の条件でモデル２のＱＲコード（マージン込みで概ね１片 13.8mm～15.6mm

程度）を生成して印字する。 

     

 

 

 

 

 

 

 

    また、ＱＲコードの周囲に、可能な限り余白を設けた上で、「eL-QR」の文字を

印字する。（ＱＲコードのマージンと重ならないこと。） 

    なお、マージン及び上記「eL-QR」文字を含めて、「領収済通知書」片右側破線

部から 35㎜、下端から 20mmのスペース内であること。 

    該当部分の印字イメージは右のとおり。 

 

 

 

 

 

資料７別紙３ 



プリント用データの業者渡し日 令和 ８ 年 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） 予定

督促状納品日 令和 ８ 年 ７ 月 10 日 （ 金 ） 予定

（注）

１  プリント用データの業者受渡し予定時間は午後１時である。

２  督促状の納品は午前９時までに行うこと。

３  未使用の督促状用紙等の返却物は，上記の督促状納品日に税務課システム分室（農林

　庁舎４階）に納品する。

年　　  月　　  日

令和８年度  自動車税種別割ＯＣＲ督促状の作成等業務日程

処    理

資料８



別表１

自動車税ＯＣＲ督促状見込数

本税未納 本税未納 計 本税未納 本税未納 計 本税未納 本税未納 計

補記なし 補記あり 補記なし 補記あり 補記なし 補記あり

西部 36,529 25 36,554 34,393 42 34,435 34,197 36 34,233 50,500

東部 15,864 17 15,881 14,828 15 14,843 14,473 10 14,483 20,000

北部 2,226 0 2,226 2,066 1 2,067 1,986 0 1,986 3,500

小  計 54,619 42 54,661 51,287 58 51,345 50,656 46 50,702 74,000

白紙分
（税務課保管分） 5,000 5,000 5,000 5,000

合  計 59,661 56,345 55,702 79,000

５～７年度
見込

（参考１）

県税

５年度 ７年度６年度

作成予定数量一覧

数量

79,000

西部県税用 50,500

東部県税用 20,000

北部県税用 3,500

計 74,000

自動車税ＯＣＲ督促状用紙

機械封入用の窓開き封筒

帳票名



 

 

県税事務所所在地等 

 

名  称 所 在 地 電 話 番 号 担 当 部 署 

西部県税事務所 

〒732-0052 

広島市東区光町２丁目１－１４ 

（光町庁舎１階） 

（ダイヤルイン） 

(０８２) 

２０７－２４４８ 

税務管理課 

東部県税事務所 

〒720-8511 

福山市三吉町一丁目１－１ 

（福山庁舎第３庁舎１階） 

（ダイヤルイン） 

(０８４) 

９２１－１３０７ 

税務管理課 

北部県税事務所 

〒728-0013 

三次市十日市東四丁目６－１ 

（三次庁舎１階） 

（ダイヤルイン） 

(０８２４) 

６３－５１７７ 

課税課 

事業税係 

担当部署の受取担当者については、各年度で別途調整を行う。

 

別表 ２ 


